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	（１）最初に、会員の一人から、次のとおり、議題に関する報告が行われた。
	○　損害賠償請求控訴事件（名古屋高裁平成28年11月11日判決、Ｄ１－ＬＡＷ登載）は、Ｙ市が設置する市民病院に勤務していた歯科医師Ｘが、Ｂ病院長とその依頼を受けたＣ教授（Ｘが所属する大学病院の医局の教授）から違法な退職勧奨を受けて退職せざるを得なかったとして、Ｙ市に対して退職後定年までの期間の減収相当額と定年退職時の退職金と支給された退職金の差額及び慰謝料の支払を求めた事案である。
	なお，退職勧奨の前提として，Ｘが病院職員や患者に対するパワハラを行っているとの投書がＹ市長や新聞社にあった。
	本件の争点は、退職勧奨の適否（不法行為の成立）であった。
	○　復職を求める地位確認や退職の処理が無効であることの確認を求めているのではなく、損害賠償だけを求めたのが、本件の特徴である。
	○　判決は、Ｃ教授について不法行為の成立を認めた上で、Ｃ教授はＢ病院長から依頼を受けていることから一体の行為ということで、Ｂの退職勧奨も不法行為になり、Ｙ市に不法行為が成立するとしている。
	○　パワハラの問題を指摘して退職勧奨をしたこと自体に問題はないが、Ｃ教授に依頼して医局の力を使って退職勧奨したことが不法行為であったと裁判所は考えているようである。
	○　公務員であれば分限免職されない限りは定年までいられるということから、将来得べかりし賃金の全額が損害として認められたことについて、非常に疑問がある。
	○　違法な退職勧奨と認定されたポイントは、医局の人事上の不利益を告げてＣ教授が退職勧奨を行ったこと、Ｂ病院長がＣ教授に退職勧奨を行うことを依頼したことの二つの行為である。
	○　Ｂ病院長にとっては、Ｃ教授が医局の影響力を利用して退職勧奨を行うことは予見できる行為ではなかったのではないか。そうであれば、Ｂ病院長又はＹ市の責任となるとの判断は、相当因果関係の認定に疑問がある。
	○　Ｃ教授が別の勤務先（Ｆ病院）を提示して異動を促した行為まで「退職に関して自由な意思決定を阻害した」行為といえるとした点も疑問がある。
	○　ＸがＦ病院を退職したことが損害の発生原因であるとすれば、Ｂ病院長やＣ教授の行為から損害の発生の事実、因果の流れは切断されていると考えるべきではないか。
	○　一審での原告代理人は、本件では慰謝料が重要だとして、多額の慰謝料の認定を主張しており、得べかりし利益の認定があるとは予想していなかったと思われる。なぜこの点を裁判所が認定したのか、疑問である。
	○　退職したことを前提に損害賠償を請求し、結果このような判決が出たことは非常に珍しいことである。特に損害の認定に大きな疑問がある。
	○　退職勧奨をする上で当局が留意すべき事項は、退職勧奨をする理由が明確であること、退職勧奨に応じない場合のその後の処遇を考慮しておくこと、第三者に退職勧奨を依頼しないことなどが考えられる。
	○　民間の場合、退職勧奨は経済的メリットとセットで提示され、経済的合理性を基に自由な意思決定を行う余地がある。公務員の場合は、予算の関係でこのような措置は執れないので、公務員の退職勧奨は、完全に自己都合退職をすることを自己の意思決定によってさせることであって、かなり困難である。

